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大
平
助
役
の
略
歴

◆
住
所
　
大
字
野
口
二
三
四
一
番
地

◆
生
年
月
日
　
昭
和
十
六
年
十
月

　
　
　
　
　
　
二
＋
五
日
生

◆
経
歴

昭
和

三
＋
七
年

三
＋
九
年

四
＋
五
年

五
＋
二
年

五
＋
五
年

五
＋
九
年

六
＋
一
年

平
成
元
年

四
　
　
年

六
　
　
年

川
西
町
雇
員

川
西
町
書
記

川
西
町
主
事

企
画
室
財
産
管
理
係
長

税
務
課
税
務
第
一
係
長

税
務
課
住
民
税
係
長

総
務
課
財
政
係
長

総
務
課
長
補
佐

開
発
課
長

川
西
町
収
入
役

水
品
収
入
役
の
略
歴

◆
住
所
　
大
字
中
屋
敷
三
三
四
番
地
二

◆
生
年
月
日
　
昭
和
十
七
年
二
月

　
　
　
　
　
　
九
日
生

◆
経
歴

昭
和

三
＋
五
年

三
＋
九
年

四
＋
三
年

四
＋
六
年

五
＋
四
年

六
＋
二
年

六
＋
三
年

平
成
四
年

七
　
　
年

川
西
町
雇
員

川
西
町
書
記

川
西
町
主
事

土
木
課
第
二
係
長

企
画
室
企
画
係
長

保
健
衛
生
課
長
補
佐

建
設
課
長
補
佐

環
境
整
備
課
長
兼
企
業

室
長

総
務
課
長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
助
役
大
平
剛
士

　
こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
町
長
の
ご

推
薦
を
い
た
だ
き
、
去
る
一
月
の
臨
時

町
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
会
の
ご
同
意

を
賜
わ
り
、
川
西
町
助
役
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
収
入
役
水
品
幸
一

　
こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
収
入
役
に

選
任
を
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任
の
重
大

さ
を
い
ま
さ
ら
な
が
ら
痛
感
し
て
い
ま

す
。　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
順
調
な
成

長
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
地
方
財
政

も
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
引
く
不
況
の

　
前
任
者
の
南
雲
守
さ
ん
は
温
厚
篤
実

な
お
人
柄
で
、
た
い
へ
ん
多
く
の
方
々

に
親
し
ま
れ
、
信
頼
を
さ
れ
て
、
三
期

十
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
重
責
を
立

派
に
果
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
手
腕
力

量
と
も
に
足
元
に
も
及
ば
な
い
若
輩
未

熟
な
身
で
あ
り
ま
す
の
で
、
思
い
も
よ

ら
な
い
大
役
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
幸
い
、
川
西
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
南
雲
町
政
の
も
と
で
、
新
し

い
町
づ
く
り
が
着
実
に
進
展
を
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
か
ら
は
さ
ら
に

二
十
一
世
紀
に
羽
ば
た
く
、
第
五
次
総

合
開
発
計
画
を
町
政
執
行
の
指
針
と
し

中
で
極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、

町
財
政
を
支
障
な
く
運
営
す
る
こ
と
は

容
易
な
ら
ぬ
も
の
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
難
し
い
時
代
に
、
私
ご
と
き

浅
学
非
才
の
身
が
そ
の
任
で
な
い
こ
と

は
重
々
承
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
選
任

い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
粉
骨
砕
身
、
全

力
を
傾
注
し
て
そ
の
職
務
に
奨
励
す
べ

く
、
覚
悟
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
町
で
は
、
平
成
八
年
度
を
初
年

度
と
す
る
第
五
次
川
西
町
総
合
開
発
計

画
策
定
の
中
で
「
快
適
な
暮
ら
し
の
中

に
、
安
ら
ぎ
と
感
動
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
町
の
発
展
策
が
実

施
に
移
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

て
、
「
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」
ビ
ジ

ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
す
る
輝
か
し
い
節
目

の
と
き
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
非
力
で

は
あ
り
ま
す
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
以
上

意
を
強
く
持
っ
て
、
町
長
の
ご
指
導
の

も
と
補
佐
役
と
し
て
使
命
感
に
徹
し
て
、

職
務
に
専
心
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
何
卒
町
民
の
皆
様
か
ら
今
後
と
も

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
捷
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
収
入
役
在
任
中
は
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
厚
情
と
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま

し
た
こ
と
、
合
わ
せ
て
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
町
村
合
併
四
十
年
を
記

念
す
る
年
に
も
当
た
り
、
多
く
の
記
念

事
業
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
、
町
財
政

規
模
は
ま
す
ま
す
拡
大
の
一
途
を
た
ど

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
会
計
を
担
当
す
る
に
あ
た

り
、
町
民
皆
様
方
の
貴
重
な
税
金
を
最

も
有
効
か
つ
、
適
正
に
執
行
す
る
こ
と

が
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。

は
な
は
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
専

心
努
力
を
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

町
民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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安
ら
ぎ
と
感
動
の
ま
ち
づ
く
り
ー

　
こ
の
度
、
町
で
は
平
成
八
年
度
か
ら

向
こ
う
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

指
針
と
な
る
第
五
次
川
西
町
総
合
開
発

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
各
世
代
や
各
団
体
と
の
懇
談
会
、

審
議
会
な
ど
お
よ
そ
一
年
半
を
か
け
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
多
く

の
意
見
や
議
論
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

H7・12・7第5次総合開発計画の答
申（星名正幸会長（右）から南雲町長へ』

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向

　
こ
の
計
画
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
向
を
「
快
適
な
暮
ら
し
の
中
に
、

安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
多
様
な

産
業
・
文
化
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
快
適
で
安
心
し
て

生
活
で
き
、
日
々
心
を
と
き
め
か
せ
な

の
あ
ら
ま
し

　
が
ら
、
ふ
る
さ
と
川
西
町
で
暮
ら
し
交

　
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
喜
び
、
誇
り
を

　
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
こ
の
町
で

　
輝
い
て
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
快

　
適
性
と
と
も
に
心
の
安
ら
ぎ
や
豊
か
さ
、

　
地
域
の
自
主
性
、
個
性
の
確
立
に
重
点

　
を
置
き
、
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
や
活

　
動
支
援
、
地
域
別
振
興
方
向
、
プ
ロ
ジ

　
ェ
ク
ト
事
業
等
を
盛
り
込
ん
で
あ
り
、

　
川
西
町
ら
し
い
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り

　
を
推
進
し
ま
す
。

　
施
策
の
柱

　
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
施
策
の
大

綱
及
び
主
な
事
業
を
次
の
と
お
り
掲
げ

て
い
ま
す
。

◆
夢
を
育
む
人
づ
く
り

　
心
豊
か
で
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
多
様
な
生
涯
学
習
の
推

進
、
地
域
や
家
庭
と
の
関
わ
り
あ
い
を

重
視
し
た
学
校
教
育
の
推
進
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
、
若
者
や
女
性
、

高
齢
者
、
子
供
た
ち
が
地
域
社
会
で
力

を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

主
な
事
業
と
し
て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
建
設
、
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
、
芸
術
文
化
推
進
事
業
等
を
計
画
。

◆
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
地
域
づ
く
り

　
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
支
え
合

い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

め
ざ
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
、

交
通
安
全
や
防
災
対
策
の
充
実
を
図
る
。

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の

建
設
、
精
神
薄
弱
者
入
所
施
設
の
増
床
、

危
機
管
理
体
制
な
ど
防
災
体
制
の
確
立

等
を
計
画
。

交通安全は声掛け合って

◆
働
く
喜
び
に
あ
ふ
れ
る
産
業

　
づ
く
り

　
ヤ
ル
気
の
あ
る
意
欲
的
な
起
業
者
の

育
成
と
支
援
、
農
業
や
商
業
な
ど
そ
こ

に
働
く
人
々
が
誇
り
と
生
き
が
い
を
持

っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

農
業
で
は
生
産
組
織
の
再
編
・
統
合
、

担
い
手
農
家
の
育
成
、
き
の
こ
な
ど
の

産
地
形
成
、
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

と
い
っ
た
生
産
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
新
食
糧
法
の
施
行
に
対
応
し

た
宣
伝
・
販
売
体
制
の
充
実
、
ラ
イ
ス

パ
ッ
ク
な
ど
の
農
産
加
工
を
推
進
す
る
。

商
業
で
は
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
商

店
街
づ
く
り
、
共
同
店
舗
の
建
設
推
進

及
び
起
業
家
の
育
成
、
観
光
で
は
中
子

を
中
心
と
し
た
中
央
丘
陵
一
帯
の
観
光

保
養
地
づ
く
り
、
文
化
・
自
然
資
源
の

活
用
、
広
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

◆
快
適
で
美
し
い
環
境
づ
く
り

　
道
路
や
下
水
道
、
公
園
、
都
市
計
画

街
路
事
業
な
ど
の
整
備
推
進
、
高
速
交

通
網
に
ア
ク
セ
ス
す
る
国
県
道
の
整
備

推
進
、
宅
地
造
成
や
公
営
住
宅
の
建
設
、

流
雪
溝
の
整
備
と
克
雪
住
宅
の
普
及
及

び
雪
の
利
活
用
、
景
観
に
配
慮
し
た
土

地
利
用
、
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
動

植
物
の
保
護
等
を
推
進
す
る
。

◆
楽
し
さ
広
が
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
多
様
な
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
で
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
図
ら

れ
、
生
活
の
充
実
感
や
心
の
と
き
め
き

が
感
じ
ら
れ
る
人
間
性
豊
か
な
楽
し
い

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
こ
の

た
め
の
余
暇
活
動
や
生
涯
学
習
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
交

流
事
業
、
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
づ
く
り
や

ま
ち
お
こ
し
活
動
等
を
推
進
す
る
。

◆
開
か
れ
た
自
主
的
行
政
の
推
進

　
町
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会
の
担

い
手
と
し
て
積
極
的
に
行
動
す
る
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
の
自
主
性
や
創
造
性
を

発
揮
で
き
る
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、

戦
略
的
・
計
画
的
な
政
策
展
開
を
図
る

行
財
政
を
推
進
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
推
進

　
そ
し
て
、
五
次
計
画
の
目
玉
で
も
あ

り
、
施
策
の
大
網
全
体
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
、
次
の
三
つ
の
「
新
し
い
町
の

顔
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

①
地
域
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の
設
定
・

　
推
進

　
各
地
域
の
個
性
や
資
源
を
活
か
し
た

面
的
な
広
が
り
を
持
つ
「
シ
ン
ボ
ル
ゾ

ー
ン
」
づ
く
り
。
千
手
中
心
部
の
新
し

い
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
、
東
部
地
域

の
高
生
産
性
農
業
ゾ
ー
ン
、
千
手
か
ら

橘
ま
で
の
西
山
一
帯
の
広
域
観
光
・
保

養
ゾ
ー
ン
、
高
原
田
・
伊
友
か
ら
上
野

に
か
け
た
区
域
を
福
祉
・
文
化
・
教
育

ゾ
ー
ン
、
仙
田
郷
全
域
を
自
然
体
験
交

流
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定
し
、
そ
れ
ら
の

推
進
を
図
る
。

中子台地から節黒城跡を望む

②
ま
ち
お
こ
し
組
織
体
制
の
確
立

　
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
効
果
的
な
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ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
ま
ち

お
こ
し
組
織
体
制
の
整
備
。
第
三
セ
ク

タ
ー
活
性
化
法
人
の
設
立
に
よ
る
活
性

化
関
連
施
設
の
一
元
的
な
管
理
運
営
と

ま
ち
お
こ
し
事
業
の
実
施
、
そ
れ
を
核

と
し
た
ま
ち
お
こ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

③
農
業
生
産
組
織
の
統
合
．
再
編

　
の
推
進

生
産
組
織
の
経
営
基
盤
強
化
を
図
り
、

積
極
的
な
経
営
展
開
と
基
幹
従
事
者
の

安
定
雇
用
を
め
ざ
す
。

十
年
後
の
町
の
姿

　
こ
の
計
画
で
は
、
今
後
の
社
会
経
済

動
向
や
こ
の
よ
う
な
施
策
展
開
に
よ
り
、

目
標
年
で
あ
る
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇

五
年
）
の
町
の
姿
を
次
の
よ
う
に
描
い

て
い
ま
す
。

　
目
標
年
の
町
人
口
を
人
口
推
計
や
政

策
効
果
等
を
も
と
に
八
千
人
、
目
標
世

帯
数
を
二
千
三
百
世
帯
と
設
定
す
る
。

　
産
業
構
造
で
は
二
次
、
三
次
産
業
へ

の
比
重
が
高
ま
る
一
方
、
一
次
産
業
（
農

業
）
は
規
模
拡
大
、
高
付
加
価
値
化
、

就
業
安
定
に
よ
り
一
人
当
た
り
の
農
業

所
得
、
総
生
産
が
増
加
す
る
と
見
込
む
。

　
社
会
基
盤
で
は
、
幹
線
道
路
の
拡
幅

整
備
が
進
み
広
い
歩
道
に
街
路
樹
や
花

壇
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
流

雪
溝
も
大
方
整
備
さ
れ
る
。
若
者
住
宅

や
高
齢
者
向
け
住
宅
の
建
設
も
進
む
。

下
水
道
は
合
併
浄
化
槽
を
あ
わ
せ
全
町

整
備
さ
れ
る
。
ま
た
、
千
手
中
心
部
は

都
市
的
な
街
並
み
と
新
し
い
に
ぎ
わ
い

空
間
の
整
備
が
進
み
、
上
野
は
星
名
邸

を
中
心
と
し
た
文
化
的
街
並
み
に
、
松

葉
荘
、
中
子
、
節
黒
城
一
帯
は
広
域
フ

ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
基
地
と
し
て
、
西

部
地
区
は
国
道
の
整
備
と
あ
わ
せ
地
域

資
源
を
活
か
し
た
自
然
体
験
交
流
施
設

の
整
備
が
進
む
。

清流渋海川はイカダ下りにもってこい

　
生
活
面
で
は
、
家
族
構
成
の
変
化
に

応
じ
た
多
様
な
住
ま
い
が
見
ら
れ
、
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
身
体

に
障
害
が
あ
っ
て
も
自
宅
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
文

化
施
設
の
充
実
に
伴
い
、
多
く
の
町
民

が
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
し
多
様
な
生

涯
学
習
が
展
開
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
町

や
各
地
区
の
中
核
と
な
る
よ
う
な
施
設

整
備
や
開
発
が
進
む
こ
と
で
、
日
常
生

活
に
様
々
な
感
動
や
ふ
れ
あ
い
が
生
ま

れ
、
活
気
あ
る
元
気
な
町
に
な
っ
て
い

く
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

町
の
将
来
像
に
つ
い
て
は
、
夢
の
あ

る
計
画
と
い
う
側
面
か
ら
、
ち
ょ
つ
と

楽
観
的
に
描
い
て
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
総
合
計
画
は
十
年
間
と
い
う

長
期
に
渡
る
も
の
で
あ
り
、
一
朝
一
夕

に
実
現
で
き
な
い
事
業
、
皆
さ
ん
に
も

痛
み
を
伴
う
事
業
も
数
多
く
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

行
政
の
努
力
は
も
と
よ
り
皆
さ
ん
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
痛
み
を
分
か
ち
合
い
、

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
じ
っ
く
り

と
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
計
画
を
着
実
に
推
進
す

る
な
ら
ば
、
必
ず
や
、
二
十
一
世
紀
に

輝
く
川
西
町
が
築
か
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
計
画
の
細
部
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
日
、
ご
家
族
向
け
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
し
、
各
世
帯
に
配

布
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

計
画
推
進
に
向
け
、
皆
様
の
一
層
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　21世紀を担う子供たち、国際性豊か

に育ってほしい（上野保育園にて）

醐 　
一
月
十
一
日
午
前
四
時
四
十
一
分
（
米

国
東
部
時
間
）
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
米

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ
ン
デ
バ
ー
」

に
、
町
章
が
搭
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
が
、
日
本
で
初
め
て

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
か

ら
四
十
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
宇

宙
開
発
事
業
団
の
外
郭
団
体
で
あ
る
科

学
技
術
広
報
財
団
が
企
画
し
た
も
の
で
、

全
国
の
四
十
に
ち
な
ん
だ
自
治
体
や
機

関
及
び
科
学
に
関
心
の
あ
る
自
治
体
等

に
呼
び
掛
け
、
全
国
で
七
十
三
の
機
関

磯

（
新
潟
県
で
は
長
岡
市
、
小
出
町
、
川

西
町
の
三
市
町
）
の
マ
ー
ク
が
、
若
田

光
一
宇
宙
飛
行
士
の
O
F
K
（
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
公
式
搭
載
品
）
と
し
て
一

諸
に
宇
宙
を
飛
ん
だ
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
サ

　
町
章
は
、
N
A
S
A
の
搭
載
証
明
と

と
も
に
、
二
月
下
旬
ご
ろ
町
に
『
帰
還
』

す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
は
合
併
四
十
周
年
に
当
た
り
ま

す
。
年
頭
か
ら
宇
宙
規
模
と
い
う
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。

　　働⑳
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眉

午後0恥0巌1…3日葉午前81、鵠一

会場　総命体育館脇特設会場

　　県内初　あなたも鳥になれる
★　逆バンジージヤンプ

　素人玄人昧自慢
★おなじみ屋台村

★ダンス甲子園
　みんなで輪になり
★雪上盆踊り大会と大抽選会

　　　　　　　　　　　　　　ほか
※会場に来なければ決して当たりません。ご家

族おそろいでお出かけください。

　　県内初　あなたも鳥になれる
★　逆バンジージヤンプ

★おなじみ屋台村
★雪上フレツシュバレーボール大会

　かわにし名物
★人間バン馬レース

　今やメジャーなスポーツ
★羽根けえし　　　　　ほか

※逆バンジージャンプの申し込みについては、

　2月20日のお知らせ版をご覧ください。地上
30メートルからの展望をお楽しみください。

、聾錘

　
前
夜
祭
の
も
う
一
つ
の
顔
、

屋
台
村
。
素
人
玄
人
そ
れ
ぞ
れ

の
味
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
地
域
や
グ
ル
ー
プ
・
職
場
単

位
で
の
雪
像
づ
く
り
が
増
え
て

い
ま
す
。
夜
間
作
業
は
と
て
も

寒
い
で
す
が
皆
さ
ん
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

鳩　
　
　
響

、
瀦
麟　
謙

あなたも鳥人にチャレンジしては
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関
東
信
越
国
税
局
長
賞
優
秀
川
西
中
一
年
渡
辺
　
学
さ
ん

よ
く
知
ろ
う
役
立
つ
税
の
大
切
さ

F税蕪
キあ、

　
所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。
し
か
し
、

期
限
間
近
に
な
る
と
会
場
が
込
み
合
い
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長

時
間
待
た
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

鳩め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
な
ど
を
計
算
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料

に
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

　
書
き
方
は
、
お
配
り
す
る
「
申
告
書
の
手
引
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
正
確
に
記

入
し
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方

期　　間 時　間 会　　　場

2月16日（金）

　～
3月15日（金）

午前9時

　～
、午後4時

活性化センター

4階第1研修室

盈68－3111
（内線414）

8．2．10⑥

月16日樹～3月15日囲

①　 ①◆　　　　　◆な

』

確
定
申
告
が

　
　
　
　
必
要
な
方

　
次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
　
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収

　
入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
方
で
、

　
平
成
七
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

　
が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

　
と
き
。

◆
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
よ
う
な
方

①
　
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を
超

　
え
る
場
合

　
　
給
与
や
退
職
金
以
外
の
所
得
が
二

　
十
万
円
を
超
え
る
場
合

　
　
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

　
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か

　
っ
た
給
与
分
と
ほ
か
の
所
得
が
二
十

　
万
円
を
超
え
る
場
合

③

正
し
い

確
定
申
告
を

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
は
済
ま
せ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
不
足
税
額
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま

た
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
算
税
が
課

さ
れ
た
う
え
、
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
の

確
定
申
告
を

　
　
お
忘
れ
な
く

　
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
の
確
定

申
告
は
、
一
月
一
日
か
ら
四
月
一
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
の
課
税

事
業
者
に
該
当
す
る
方
は
、
で
き
る
だ

け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

高橋智美さん川西中2年十日町税務署長賞優秀

つかいみちあなたの税の知ってますか？

　
今
年
一
月
一
日
現
在
町
に
住
ん
で
い

た
方
で
、
去
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
や
、
去
年
中

の
収
入
が
給
与
、
年
金
、
賃
金
だ
け
で
、

そ
の
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方

は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
所
得
は
役
場

　
　
で
計
算
し
ま
す

　
農
業
所
得
は
、
去

年
秋
に
出
し
て
い
た

だ
い
た
「
農
業
所
得

報
告
書
」
に
基
づ
い

て
役
場
で
計
算
し
ま

す
。　

ま
た
、
勤
め
人
で

農
業
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
方
は
、

確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住民税申告相談日程

　　　　　ぜぞミ　ひゆ　らンニ　ノどいンゆニ　ドこマノロリアぞやしアコ　ぜ
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税
に
関
す
る
作
文
紹
介

身
近
な
税

　
　
　
川
西
中
学
校
三
年
　
清
水
抄
子

　
私
が
税
に
つ
い
て
考
え
て
う
か
ぶ
も

の
と
い
え
ば
、
消
費
税
、
所
得
税
、
あ

と
考
え
て
も
一
～
二
個
ぐ
ら
い
し
か
う

か
ば
な
い
。
そ
れ
は
、
自
分
に
ほ
と
ん

ど
税
に
関
し
て
の
知
識
が
な
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

　
私
が
、
税
に
対
し
て
興
味
を
も
ち
は

じ
め
た
の
は
、
つ
い
最
近
。
母
の
こ
ん

な
一
言
だ
っ
た
。

　
　
「
重
量
税
っ
て
な
ん
で
高
い
ん
だ
ろ

う
ね
。
ま
た
お
金
が
減
っ
ち
ゃ
う
」

　
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
い
た
私
は
、
重

量
税
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
、
母
に

聞
い
て
み
た
。

　
　
「
重
量
税
っ
て
い
う
の
は
ね
、
車
に

か
か
る
税
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
の
重
さ

に
よ
っ
て
か
か
る
税
な
の
。
だ
か
ら
ダ

ン
プ
と
か
重
い
車
に
な
る
と
、
そ
の
分

高
く
つ
く
こ
と
に
な
る
の
」
と
教
え
て

く
れ
た
。
で
も
ど
う
し
て
重
さ
に
税
が

か
か
る
の
か
と
思
い
聞
い
て
み
た
。

　
「
そ
れ
は
ね
、
重
い
車
ほ
ど
道
路
を

す
り
へ
ら
す
で
し
ょ
。
だ
か
ら
重
い
車

ほ
ど
税
が
か
か
る
の
」

　
こ
れ
を
聞
き
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

そ
し
て
税
に
は
も
っ
と
い
ろ
ん
な
税
が

あ
る
の
か
な
、
ど
ん
な
税
が
あ
る
ん
だ

ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
税
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
い
ろ
ん

な
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
し

て
私
た
ち
が
な
に
げ
な
く
暮
ら
し
て
い

る
こ
の
町
や
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
、
税

金
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
物
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
個
人
の
所
有

物
以
外
は
、
全
部
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

税
金
で
な
り
た
っ
て
い
る
。

　
道
路
に
橋
、
子
供
た
ち
が
遊
ぶ
公
園

や
い
こ
い
の
場
、
老
人
の
た
め
の
施
設
、

私
た
ち
の
学
校
、
そ
の
他
い
ろ
ん
な
所

で
税
が
使
わ
れ
て
い
る
。
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
今
、
日
本
で
は
高
齢
化
社
会
に
な
っ

て
い
て
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

老
人
が
増
え
る
と
、
年
金
や
医
療
に
か

か
る
お
金
が
増
え
て
く
る
。
そ
う
す
る

と
、
私
た
ち
や
親
が
は
ら
う
税
金
も
増

え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
れ
は
老

人
か
ら
み
れ
ば
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
大
人

に
な
る
こ
ろ
、
超
高
齢
化
社
会
に
な
る

そ
う
だ
。
税
金
が
高
く
な
っ
て
も
、
し

っ
か
り
お
さ
め
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
こ
れ
か
ら
税
は
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
る

と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
お
金
で
住
み

よ
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
が
し

っ
か
り
お
さ
め
、
未
来
を
作
っ
て
い
け

た
ら
い
い
と
思
う
。

農
家
数
は

　
　
　
　
六
・
三
暫
の
減

　
国
が
五
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
農
業

セ
ン
サ
ス
調
査
は
、
昨
年
二
月
実
施
さ

れ
、
概
数
集
計
の
結
果
を
本
紙
四
月
号

で
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
か
ら
、
集
計
結
果
が
届
き
ま
し
た

の
で
、
専
・
兼
業
別
農
家
数
に
し
ぼ
っ

て
掲
載
し
ま
す
。

　
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
と
九
五
年

（
平
成
七
年
）
の
総
農
家
数
の
差
は
八

十
四
戸
。
減
少
数
で
は
、
仙
田
地
区
の

三
十
七
戸
（
四
十
四
響
〈
減
少
数
の
比

率
〉
）
を
ト
ッ
プ
に
、
千
手
地
区
の
二

十
戸
（
二
十
四
響
）
、
橘
地
区
の
十
七

戸
（
二
十
欝
）
、
上
野
地
区
の
十
戸

（
十
二
響
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
専
業
・
兼
業
を
比
べ
て
み
る
と
十
八

戸
増
え
て
い
ま
す
が
、
農
業
の
他
に
収

入
を
伴
う
仕
事
を
し
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
区
分
換
え
が
、
主
な
理
由
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

専・兼業別農家数（戸）〈農業センサス＞

2，500r

総農家数
（2，142）

428
（1，848）

1，029

第
轍
獲

755 第
二
種
兼
業

1，292

（1，642）

　（1，535）
1，202

1’174

（1’421）

　（1，327）
1’135

1，045

繋
雛

9461P、P

685’…

憩

．1㌔293欝 274』・il・i ll4 102

き臓 1290．
≒，秦　179：灘

2，000

1，500

1，000

　　500

260555045
0L一一一曲
　　　年　35

1995年農業センサス結果（地区別、専・兼業別農家数）
戸

し
　
　
ヨ位単平成7年11月30日現在

　　区分

地区

調査年 総農家数

①＋②

専業

①

兼業

②

第　1種兼業農家 第　　2　　種　　兼　　業　　農　　家

計
世帯主
農業専従

世帯主兼業
その他 計

世帯主
農業専従

兼　　　　業　　　　主
その他

農業主 兼業主 農業主 恒常的勤務 出稼ぎ 日雇・臨時雇 自営兼業

千手地区

1990年 416 18 398 18 13 2 1 2 380 14 11 263 4 27 34 27

麹鱒繋 灘藍 欝 灘肇 盤 盤 脚 幽 鎗 雛蕊 鍵 幽 雛嚢 欝 総 欝

比較 △20 1 △21 4 △1
一 一 一 △25 7 一 △8 △6 2 △9

上野地区

1990年 247 16 231 23 10 3 6 4 208 8 3 142 4 10 24 17

麹鱒繋 認諺 盤 躍蓬 雛 欝 蝋 欄 薮 馨囎 鎌 閣 嚢灘 鍵 雛 薮

比較 △10 △3 △7 △1 7 一 一 一 △6 9 一 6 △4 △2 △12

橘地区

1990年 343 13 330 39 21 4 9 5 291 10 5 193 6 20 26 31

麹懸簾 翻蓬 認 雛琶 鎌 ㈱ 冊 隔 譲 馨雛 欝 一 馨㈱ 雛 総 認

比較 △17 5 △22 △12 △1
一 一 『 △10 6 一 13 △3 △3 △18

仙田地区

1990年 321 31 290 34 22 4 3 5 256 27 13 135 30 20 15 16

麹繍難 欝蓬 鑛 簸難 簸 舗 幽 幽 塗 欝馨 欝 備 灘慧 籔 欝 叢

比較 △37 15 △52 △3 8 一 一 一 △49 △10 一 7 △27 4 △10

計

1990年 1，327 78 1，249 114 66 13 19 16 1，135 59 32 733 44 77 99 91

蓬鱒欝き 轟馨欝 瓢 圭鐵譲 漢麗 簿 榊 閣 総 塞麟盤 難 糊 雛欝 雛 欝轡 総

比較 △84 18 △102 △12 13 『 一 一 △90 12 一 18 △40 1 △49

　※1990年、1995年のデーター処理上統一性を欠く部分があり、　「一」部分については記入すべき数値が現段階ではない。
　※1995年の第1種兼業農家の「その他」欄については、第1種兼業農家の計に合うよう、世帯主農業専従との差を計上したため比較ができない。
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走
っ
て
炊
い
て

　
　
日
本
一
の

　
一
月
一
日
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
の
『
列

島
縦
断
〃
”
全
国
美
人
ア
ナ
！
大
爆
笑
〃
”

あ
な
た
の
街
の
日
本
一
大
賞
』
に
、
米

ど
こ
ろ
新
潟
を
代
表
し
て
わ
が
町
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
が
登
場
。
残
念
な
が
ら
大
賞

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ブ
ラ
ウ

ン
管
を
通
し
て
、
全
国
へ
日
本
一
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
産
地
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
時
折
吹
雪
と
な
る
あ
い
に

く
の
天
候
で
し
た
が
、
人
間
バ
ン
馬
に

よ
っ
て
運
ば
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
毎

日
ヌ
カ
釜
で
ご
飯
炊
き
を
さ
れ
て
い
る

三
領
の
南
雲
サ
ト
さ
ん
の
手
に
よ
り
ホ

ッ
カ
ホ
カ
の
ご
飯
に
炊
き
上
が
り
、
健

啖
家
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
次
々
と
平
ら

げ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
、
憲
灘
鐵

翻

　
　
　
　
懸

購
聰
融

ほ
お
ば
っ
た

コ
シ
ヒ
カ
リ

タ
レ
ン
ト
の
三
波
豊
和
さ
ん
に
炊

き
方
を
説
明
す
る
南
雲
サ
ト
さ
ん

（
写
真
右
端
）

、
論

人
間
バ
ン
馬
に
は
六
チ
ー
ム
が
参
加

謹
磁

た
だ
一
心
に
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば

る
。
優
勝
は
木
落
の
羽
鳥
和
則
さ

ん
（
写
真
中
央
）

新
春
は
こ
れ
！
初
笑
い

　
一
月
十
五
日
、
初
笑
い
上
野
寄
席
楽

集
と
銘
打
っ
た
寄
席
が
J
A
新
潟
川
西

上
野
支
所
特
設
ホ
ー
ル
で
開
演
さ
れ
、

約
百
四
十
人
の
方
が
寄
席
気
分
に
浸
り

ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
地
元
上
野
青
年
会
が
小
正

月
行
事
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
の
出
演
者
は
県
内
の
テ
レ

ビ
局
に
も
出
演
し
て
い
る
落
語
家
、
二

つ
目
の
三
遊
亭
新
潟
さ
ん
。
も
う
一
人

は
、
女
性
の
気
持
ち
を
語
っ
た
創
作
講

談
に
燃
え
、
若
い
世
代
か
ら
の
支
持
を

受
け
て
い
る
女
流
講
談
師
で
真
打
ち
の

神
田
茜
さ
ん
。
初
春
に
ふ
さ
わ
し
い
な

ご
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

灘辮妻
奪

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
一
月
十
九
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
を

メ
イ
ン
会
場
に
、
町
内
を
は
じ
め
町
外

で
地
域
づ
く
り
に
活
動
し
て
い
る
約
六

十
人
に
よ
る
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
「
ホ
ワ
イ
ト
ム
ー
ド
交
流
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
町
の
青
年
団
体
連
合
組
織
Y

A
R
O
U
K
A
I
が
主
催
し
た
も
の
で
、

講
師
に
県
の
地
域
政
策
課
地
域
づ
く
り

班
の
山
田
治
之
氏
を
招
へ
い
。
同
氏
か

ら
は
「
自
分
に
と
っ
て
何
が
大
切
な
の

か
を
つ
ね
に
自
問
す
る
こ
と
。
ま
た
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
追
求

し
て
い
く
姿
勢
が
大
切
」
な
ど
、
数
多

く
の
交
流
経
験
を
交
え
な
が
ら
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

町消防出初式1．71．10　TNNの夕方ワイド新潟一
番「ご当地ソング甲子園」に出演

町の事業で導入した小型除雪機の
操縦に励む皆さん（霜条にて）
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清
酒
ど
ぶ
ろ
く
物
語

岩
瀬
金
　
子
　
幸
作

　
縄
文
人
が
酒
を
発
見

　
酒
は
、
土
器
の
中
に
果
樹
の
実
を
貯

蔵
し
た
縄
文
人
が
帰
納
的
に
発
見
し
、

稲
作
技
術
が
渡
来
し
た
弥
生
時
代
に
は

醸
造
法
も
進
み
、
米
で
造
る
酒
が
一
番

の
美
味
と
し
て
飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
し
い
。
と
は
い
え
、
酒
を
大
量
に

造
れ
ば
そ
れ
だ
け
主
食
の
米
が
減
る
こ

と
か
ら
自
主
的
に
制
限
さ
れ
、
多
額
納

税
者
に
だ
け
醸
造
の
権
利
が
与
え
ら
れ

て
現
在
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
川
西
町
史
」
を
読
む
と
、
近
世
以

前
に
す
で
に
、
酒
造
株
（
札
）
の
よ
う

な
鑑
札
が
あ
っ
て
酒
造
り
が
制
限
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寛
永
十
九
年

（
一
六
四
二
）
に
は
前
年
の
大
凶
作
で

米
が
不
足
し
て
、
幕
府
は
農
村
で
の
酒

造
と
、
百
姓
に
酒
を
売
る
こ
と
、

せ
る
こ
と
を
固
く
禁
じ
て
い
る
。

川
西
の
酒
造
家
た
ち

川
西
町
で
は
貞
亨
二
年

飲
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
八
五
）

に
千
手
新
田
の
久
右
衛
門
が
高
田
の
業

者
か
ら
酒
札
を
金
五
両
で
買
い
受
け
て

寒
造
り
し
た
が
、
こ
の
酒
札
を
山
谷
の

三
郎
右
衛
門
が
譲
り
受
け
て
、
元
録
六

年
（
一
六
九
三
）
か
ら
上
新
井
村
の
市

左
衛
門
の
屋
敷
を
借
り
て
醸
造
を
始
め

て
い
る
。
同
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
に

は
仁
田
村
の
山
田
七
兵
衛
も
酒
造
し
て

い
る
。
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
は

上
野
村
の
佐
次
右
衛
門
が
、
岩
沢
村
の

重
右
衛
門
か
ら
酒
株
一
本
を
金
四
十
四

両
で
買
い
受
け
て
酒
造
し
て
い
る
。

　
酒
は
「
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
て
需

用
が
多
く
、
酒
造
の
株
（
免
許
）
を
入

手
す
れ
ば
金
も
う
け
で
き
る
か
ら
と
、

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
霜
条
村
の

与
五
右
衛
門
が
酒
造
家
と
な
る
こ
と
を

柏
崎
の
御
役
所
へ
願
い
出
た
。
臼
川
藩

の
役
人
が
こ
の
願
い
を
許
可
す
る
か
ど

う
か
、
川
西
郷
内
の
酒
造
家
に
賛
否
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
　
「
領
内
に
こ
れ
以
上

の
酒
造
家
が
増
え
れ
ば
米
が
絶
え
る
」

と
反
対
さ
れ
て
不
許
可
に
な
っ
た
。
文

政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
中
屋
敷
村

の
忠
右
衛
門
が
頸
城
大
島
村
の
人
か
ら

酒
造
株
を
譲
り
受
け
、
新
規
に
営
業
し

た
い
と
願
い
出
た
と
き
も
同
様
の
理
由

で
差
留
め
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
近
世
も
中
期
以
降
に
な
る
と
、
役
人

の
「
お
目
こ
ぼ
し
」
で
米
穀
商
や
地
主

層
が
無
株
酒
造
を
始
め
る
。
天
保
六
年

（
一
八
二
五
）
に
は
友
重
村
の
幸
左
衛

門
と
上
新
井
村
の
彦
左
衛
門
が
桑
名
藩

の
十
日
町
組
に
金
四
十
両
を
差
出
し
、

組
内
の
了
解
を
得
て
営
業
を
始
め
て
い

る
が
、
こ
の
場
合
は
「
無
株
酒
造
改
め
」

が
あ
る
と
差
留
め
に
な
っ
た
。

　
新
規
の
営
業
が
困
難

　
幕
府
が
倒
れ
て
天
子
様
の
世
に
変
わ

っ
て
も
、
酒
造
り
だ
け
は
既
存
の
権
利

が
認
め
ら
れ
て
き
た
ら
し
く
、
特
別
の

理
由
が
な
い
か
ぎ
り
新
規
の
営
業
は
許

可
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
「
中

魚
沼
郡
誌
」
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
上
野
村
、
維
新
前
よ
り
、
星
名
家
に

て
酒
造
し
来
り
、
同
家
を
酒
屋
と
称
し

た
り
し
が
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
、

古
沢
角
之
助
醸
造
業
を
開
始
し
、
次
で

　
　
そ

英
保
其
の
後
を
襲
ぎ
、
現
今
の
醸
造
高
、

毎
年
約
三
百
石
と
す
。

　
千
手
町
村
　
小
海
峯
作
　
醸
造
業
を

開
き
、
後
に
川
西
酒
造
会
社
を
立
て
、

明
治
四
十
二
年
十
一
月
に
至
り
酒
井
軍

　
そ

平
其
の
営
業
を
継
承
す
。
醸
造
高
年
額

清
酒
二
百
五
十
石
、
焼
酎
二
十
三
石
蝕
。

牛
が
逃
げ
た
ゾ

　
飲
み
た
い
酒
を
だ
れ
も
勝
手
に
造
れ

な
い
と
わ
か
る
と
、
人
び
と
は
密
造
酒

（
ど
ぶ
ろ
く
、
ふ
く
ろ
う
）
を
造
っ
て

愛
飲
し
た
が
、
為
政
者
は
、
こ
う
し
た

庶
民
の
小
さ
な
楽
し
み
を
許
さ
な
か
っ

た
。
明
治
中
期
に
は
酒
税
法
が
交
付
さ

れ
て
、
税
務
署
長
の
免
許
を
受
け
な
い

で
酒
を
造
る
者
は
五
年
以
下
の
懲
役
か

ま
た
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
を
課
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
？
た
。
税
務
署
は
管

内
の
監
視
に
厳
し
か
っ
た
が
、
摘
発
さ

れ
る
密
造
者
の
ほ
と
ん
ど
は
貧
し
い
農

民
た
ち
で
罰
金
を
払
う
こ
と
が
で
き
ず
、

一
家
離
散
し
て
懲
役
に
服
す
る
者
が
あ

と
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
ど
ぶ
ろ
く
の
摘
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
あ
る
年
の
冬
、
仙
田
村
内
を
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ぜ
い
ぶ

わ
っ
て
来
た
十
日
町
税
務
署
の
収
税
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
ひ
ば
ち

が
役
場
へ
立
寄
り
、
股
火
鉢
し
な
が
ら

話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
オ
レ
た
ち
の
来
た
こ
と
が
わ
か
る
と

村
の
衆
は
「
牛
が
逃
げ
た
ゾ
」
と
大
声

で
鳴
り
を
立
て
る
が
、
い
く
ら
隠
し
て

も
す
ぐ
に
わ
か
る
。
密
造
酒
の
あ
る
家

は
、
玄
関
の
戸
を
空
け
て
出
て
来
た
女

衆
の
顔
を
見
た
と
き
に
ピ
ン
と
く
る
、

オ
カ
カ
が
そ
の
場
に
シ
ャ
ガ
ミ
こ
ん
で

失
禁
し
、
切
な
げ
な
顔
し
て
ソ
ラ
に
目

を
や
る
、
と
得
意
顔
で
話
し
た
っ
け
。

　
黒
姫
正
宗
と
新
松
竹
梅

　
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、
国

民
の
道
義
は
と
み
に
退
廃
し
、
主
食
で

あ
る
米
の
欠
乏
に
比
例
し
て
密
造
酒
が

増
え
て
い
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
十

日
町
税
務
署
管
内
の
酒
屋
で
正
規
に
造

る
酒
は
お
よ
そ
一
千
石
で
あ
っ
た
が
、

仕
込
ん
だ
酒
が
高
価
で
容
易
に
入
手
で

き
な
い
の
を
よ
い
こ
と
に
、
　
「
ど
ぶ
ろ

く
」
が
年
間
三
割
近
く
も
出
ま
わ
っ
て

引
く
手
あ
ま
た
に
売
ら
れ
て
い
る
。

　
川
西
郷
の
町
や
村
に
出
ま
わ
っ
た
密

造
酒
の
中
に
は
、
正
規
の
ル
ー
ト
を
経

て
売
ら
れ
る
酒
よ
り
も
人
気
の
高
い
美

酒
が
あ
り
、
と
く
に
「
黒
姫
正
宗
」
や

「
新
松
竹
梅
」
が
好
評
で
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
た
。
十
日
町
新
聞
（
昭
和
二
十
五

年
十
月
二
十
日
号
）
が
、
こ
の
時
代
を

次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
こ
の
と
こ
ろ
ド
ブ
ロ
ク
の
増
加
と
ハ

タ
ヤ
の
不
振
が
影
響
し
て
か
、
新
酒
の

売
行
が
サ
ッ
パ
リ
で
郡
内
の
清
酒
業
者

は
苦
境
に
立
ち
、
な
ん
と
か
売
り
上
げ

を
向
上
し
た
い
と
頭
痛
鉢
巻
だ
。
年
間

三
百
石
と
い
わ
れ
る
密
造
酒
が
一
升
二

百
円
か
ら
三
百
円
で
出
廻
っ
て
い
る
。

郡
内
（
中
魚
、
十
日
町
）
の
消
費
量
は

二
十
四
年
度
に
一
千
三
百
石
、
そ
の
内

清
酒
が
六
百
石
、
焼
酎
が
四
百
石
、
他

は
合
成
酒
で
あ
っ
た
が
、
二
十
四
年
の

暮
あ
た
り
か
ら
ド
ブ
ロ
ク
が
ぐ
ん
ぐ
ん

増
加
し
、
正
規
の
清
酒
の
半
分
を
占
め

て
好
評
の
よ
う
だ
（
以
下
略
）
。

　
※
昭
和
が
平
成
と
名
を
変
え
て
か
ら

八
年
、
い
ま
、
イ
ー
ス
ト
菌
が
ひ
そ
か

に
珍
重
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
が
…
。

大
正
初
期
の
古
沢
酒
造
場

ふ
る
さ
と
の
百
年
（
金
子
幸
作
解
説
・

新
潟
日
報
事
業
社
刊
）
転
載
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魁

一年間お世話になります。

平成8年1月12日届出
（敬称略）

山野田住宅　添川文夫

県営住宅　泉谷直子

神社町関口良平
上野教育住宅　遠藤新志

元　 町　高橋松栄
小根岸　小海益男

※3月1日に任期替えとなる

　仙田地区の嘱託員について

　は、本紙3月号で紹介しま
　す。

肖N　H　Kニュース街道の

移動スタジオで川西町を

紹介します

　2月13日～16日の間、十日町市、川
西町、松代町、松之山町の雪や地域の

話題を取材し、放送するN　H　Kの移動

スタジオが十日町雪まつり会場に設け

られることになりました。

　これに先立ち、川西町には2月10日
頃から収録に入り、旧白倉小学校で行

われるパオスの『第1回雪国体験キャ
ンプ』やスノーボランティアなど、地

域の話題を取材します。

　このもようは、13日の午後6時30分
からN　H　K総合テレビで放送されます

のでご覧ください。　（緊急を要する放

送が生じた場合は変更となる可能性も
あります。）

　
の
　
　
　
小
わ
琶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
贋

　
　
　
ギ
　
　
　
高
崎
正
風
選

　
雪
講
に
前
行
く
車
見
ゆ
る
の
み

　
習
わ
し
の
米
一
升
の
年
始
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

　
シ
ベ
リ
ア
に
餅
の
夢
見
し
昔
あ
り

』
着
膨
れ
て
仏
像
の
ご
と
動
か
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

　
山
茶
花
へ
蜂
の
移
れ
る
日
和
か
な

　
孫
達
に
夢
を
つ
な
げ
る
破
魔
矢
受
く

　
　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

　
大
寒
の
夜
の
蛇
口
を
緩
め
お
く

　
名
産
の
布
晒
し
あ
り
牡
丹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

　
着
ぶ
く
れ
て
待
合
室
の
こ
み
合
え
る

　
長
い
足
や
り
ど
こ
ろ
な
き
炬
燵
か
な

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
　
　
教

　
亡
き
父
の
想
ひ
新
ら
た
や
蔵
開
き

　
混
布
巻
を
作
る
手
許
の
日
脚
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

　
佐
渡
消
え
て
波
浪
警
報
つ
づ
く
海

　
折
々
に
話
途
切
れ
し
み
か
ん
む
く

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

　
初
午
や
風
遊
び
お
る
奉
納
旗

匝
寄
せ
鍋
や
花
教
羅
捲
ル
子

女
正
月
梅
酒
に
ほ
の
と
頬
そ
め
て

屋
根
に
立
つ
我
れ
に
風
花
舞
ひ
て
来
し

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

娘
よ
り
無
事
の
知
ら
せ
の
蘭
届
く

一
輪
の
梅
の
匂
い
の
春
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

身
に
つ
き
し
芸
一
つ
な
く
寒
の
内

消
え
初
め
し
ど
ん
ど
に
人
の
輪
の
解
け
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

雪
晴
れ
や
焼
芋
売
り
の
通
り
行
く

歳
時
記
を
開
き
し
ま
・
の
炬
燵
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

初
雪
を
心
う
れ
し
く
眺
め
お
り

春
の
海
見
た
く
退
院
ま
わ
り
道

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

ぽ
く
ぽ
く
と
木
魚
の
ひ
び
く
山
笑
ふ

木
つ
・
き
の
大
樹
叩
い
て
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

切
り
菜
い
の
納
豆
餅
や
寒
の
朝

降
る
雪
に
青
菜
を
少
し
買
い
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
貞
子

少
し
だ
け
青
空
が
見
え
春
が
見
え

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

大
雪
に
遅
れ
る
バ
ス
を
待
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

左
義
長
に
古
札
む
ん
ず
と
拠
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

ガ
ラ
ス
戸
に
除
雪
車
の
灯
の
映
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

寒
風
を
つ
き
足
鍛
う
朝
か
な

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

初
市
の
ち
ん
こ
ろ
の
早
や
売
り
切
れ
て

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
平

餅
米
を
寒
九
の
水
に
浸
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

黒
真
珠
の
ご
と
艶
や
か
に
寒
蜆

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

芹
の
芽
の
伸
び
し
日
差
し
に
小
さ
き
春

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

欄
干
に
指
吸
付
き
し
冬
の
朝

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

カ
ツ
カ
ツ
と
靴
音
高
き
寒
の
朝

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

冬
ぬ
く
し
空
地
で
親
子
ボ
ー
ル
投
げ

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ッ
エ

大
根
引
く
と
決
め
て
日
和
の
定
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

雪
の
中
七
百
年
の
遠
忌
塔

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

ご
神
木
雪
を
い
た
．
・
き
静
も
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

除
雪
車
の
音
し
て
少
し
日
が
伸
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や
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ど
ん
ど
燃
ゆ
火
の
粉
か
む
り
て
ス
ル
メ
焼
く

意
益
目

　　　　　　　　　（敬称略）

交通安全に

川崎良造（上　野）　　10万円

暮らしのカレンダー

10

雷

難
心配ごと相談・行政相談
（高齢者コミセン）

12

13

14

15 10カ月児健診（保健センター）

16

17

爲 心配ごと相談（克雪センター）

19

20 健康相談（保健センター）

21

22 1歳6カ月児健診（保健センター）

23

24

25 心配ごと相談（総合センター）

26

27

28 納税振替日

9
　
　
1

2
霧

2 第10回川西雪まづり

3
　「　〃　」

心配ごと相談（上野コミセン）

4

5

6

7 4カ月児健診（保健センター）

8

9
麹 心配ごと相談（高齢者コミセン）

◎團は日曜日。

◎時間など詳しくは、広報お知らせ

　版をご覧ください。



毎月第3日曜日は

の團調

　『家庭の日』とは、　「県は、健全な家庭環境づく

りをすすめるため、毎月第3日曜日と定め…」と規

定する新潟県青少年健全育成条例（昭和52年県条例

第6号）に基づいています。

　県では、この趣旨普及の意味から、県主催事業を

実施しないことや知事の休養日としての位置づけを

しています。

　町でも『家庭の日』普及のため、第3日曜日及び

その前日の土曜日における町主催事業（季節的に限

定されるもの及び緊急的なものを除く）を行わない

ことを決め、本年2月1日からスタートしています。

　ご家庭や地域の皆さんからも本趣旨をご理解いた

だき、諸行事の設定にご配慮いただければ幸いです。

家
族
で
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
（
ナ
カ
ゴ
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
場
に
て
）

鶏
蚕
◎
毒
季
蓼
垂
◎
陰
…
毒
◆
恵
ゆ
馨
毒
◎
毒
ゆ
蓼
蚕
う
季
毒
◎
海
ゆ
郵
◎
蔭
ゆ
毒
き
ゅ
毒
塞
季
警
季
蓼
・
拳
ゆ
ゆ
季
毒
ゆ
毒
◆
ゆ
馨
毒
季
華
ゆ
緯
毛
争
；
ξ
う
ゆ
ζ
謡

欝
醸
臨
陛
諦
織
準
踊
醒
講
臨
輝
」
譲
警
臨
緬
継
∞
　

アップルケーキ

　
　
　
　
一

　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
ス

）
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

分
　
ク
パ
　
　
　
　
　
　
セ

人
　
　
ル
グ
　
　
　
　
　
ン
ツ

8　　　ミ

ン
　　汁

　　　　リ

　エ

（
粉
ム
キ
ゴ
ン
　
　
ガ
ラ

料
麦
キ
一
ン
モ
　
糖
一
二

　
小
ス
ベ
リ
レ
卵
砂
マ
バ

材
（
　
　
　
　
（

◆
　
A
　
　
　
　
　
B

A（　　小麦粉　　　　　　　100グラム
　　スキムミルク　　　　40グラム
　　ベーキングパウダー　小さじ1

　　リンゴ　　　　　　　2イ固

　　レモン汁　　　　　大さじ1
　　卵　　　　　　　　　2個

・際匙センス鍵

　　シナモンパウダー　　小さじ2

　　油　　　　　　　　適宜

　　マーガリン　　　　大さじ1
◆作り方

　①リンゴは2～3ミリのいちょう切りにし、レ
　　モン汁を振りかける。

　②Bをよく混ぜ合わせ、振るったAを加えてさ
　　っくりと混ぜる。これに①を加える。

　③油とマーガリンを熱し、②を流し入れ、シナ

　　モンパウダーを振りかける。弱火で15分焼き、

　　裏返して10分焼く。

◆応用編

　上記で作ったものに、次の材料を混ぜ合わせた

　クリームを載せてみるのも一興です

上記で作ったものに、次の材料を混ぜ合わせた

んだ食品を食べるよう心掛
けたいものです。

　一い’　・一酬

糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
糖
尿
病
で
恐
い
の
は
合
併
症
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
合
併
症
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
は
な

く
、
健
診
を
し
て
み
て
初
め
て
わ
か
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
気
付

か
ず
に
放
置
し
た
り
、
治
療
や
日
常
の

注
意
を
怠
っ
た
り
す
る
と
、
合
併
症
を

引
き
起
こ
し
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
近
年
、
医
療
が
進
む
中
で
、
糖
尿

病
そ
の
も
の
が
原
因
で
死
亡
す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
合
併
症
に
よ
る
死

亡
や
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
合
併
症
は
人
に
よ
っ
て
、
進
行
の
早

さ
も
症
状
も
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
次
の
三
つ

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

①
糖
尿
病
性
網
膜
症
i
目
の
網
膜
に

　
栄
養
を
送
っ
て
い
る
毛
細
血
管
が
損

　
傷
を
受
け
、
破
裂
、
出
血
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
り

　
う
ち
に
大
出
血
や
網
膜
剥
離
、
緑
内

　
障
な
ど
に
か
か
り
、
失
明
す
る
危
険

　
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

②
糖
尿
病
性
腎
症
－
腎
臓
に
は
血
液

　
中
の
老
廃
物
を
取
り
除
く
働
き
を
す

　
る
糸
球
体
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
損
傷
を
受
け
る
と
、
尿
に
タ

　
ン
パ
ク
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
更
に
悪
化
す
る
と
腎
不
全
と
な
り
、

　
や
が
て
人
工
透
析
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
人
工
透
析
を
受
け
て
い

　
る
患
者
の
う
ち
約
三
割
が
糖
尿
病
が

　
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
糖
尿
病
性
神
経
障
害
i
血
糖
が
高

　
い
状
態
が
続
く
と
、
知
覚
神
経
と
自

　
律
神
経
に
異
常
が
起
き
ま
す
。
痛
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

熱
い
・
冷
た
い
喜
憲
じ
る
知
覚
麗

神
経
が
障
害
さ
れ
、
足
の
し
び
れ
や
絢

痛
み
が
出
て
き
た
り
、

き
て
も
気
付
か
ず
皮
膚
が
腐
っ
て
鶴

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
律
神
爾
魎

講
禦
癬
魏
編

　
そ
の
他
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
と
い

っ
た
病
気
の
も
と
に
も
な
り
、
糖
尿
病

の
人
は
普
通
の
人
の
二
～
四
倍
な
り
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
合
併
症
で
す

が
、
糖
尿
病
を
早
期
に
発
見
し
、
正
し

い
治
療
を
し
て
い
け
ば
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
四

月
号
で
と
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

早
期
発
見
　
　
慧
麹

早
期
治
療
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
併
症
を
防
ご
う

脳
梗
塞

、
ぐ

心
筋
梗
塞

襟㌔，1　厘｝

ロ
　
　
　
ロ

駆

視
力
障
害

腎
臓
障
害

神
経
障
害

糖尿病の合併症

8．2．10⑱



斗覆5島斗

葛　葛
1戸犠
　　　　　魂
　籍・
　　　　　4

　の4
　窓．
　　　　　4
　カ、9

レド

㌻、犠葛ヒ》葛
笛　隊㌔画¢胸｝

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
む
す
ぶ

丸
山
　
　
結

　
　
し
ょ
う
た
ろ
う

羽
鳥
翔
太
郎

（

　
り岡

　
仁
　
田

百
合
子

佳
康

　
　
　
木
　
落

景
　
子

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

田
村
利
　
一
中
島
町

宮
崎
陽
子
神
奈
川
県
か
ら

斎
木
　
フ
ジ
62
（
孝

富
井
　
ミ
イ
66
（
信

須
藤
寛
蔵
82
（
博

登
坂
リ
ャ
ウ
8
3
（
龍

滋
野
　
永
勝
8
5
（
凱

中
村
カ
ズ
エ
8
6
（
　
茂

若
山
　
ヤ
ノ
8
8
（
博

小
幡
　
ミ
ッ
8
8
（
　
満

川
崎
治
作
91
（
弘

半
田
　
源
治
9
4
（
武

　届　夫明　　　二二英治平
　け　　）））一一一一一一一
　出　室室仁新坪野岩下上学
　分　　　　町　　　　　校
　）　島島田新山口瀬原野町
　　　　　　田
■Dロ■■9■■ロ■0■■■■■1■齢O－1■■一一■■一■■■■．■■■■，．■D■■■■9－1■■■■一■■D一■■｝06■1■じ一
一口■9■■D．■■0■6■■嘲■■■■D■■D■■90■D■■D■■』■■■1■■D6■■■一6■D燗■■■■9媚■96■9一燭■■嘲■，■■9■■齢■■，■■D■■D■■D■■9一

・
ぢ
い
さ
な
展
覧
翁

諭．
，

表
紙
の
写
真

　
一
月
十
四
日
、
子
供
た
ち
の
元
気
な

声
が
集
落
を
回
り
ま
す
。
写
真
は
、
赤

谷
地
区
子
供
会
（
会
員
数
九
人
〈
小
学

校
一
年
生
～
六
年
生
〉
・
登
坂
英
一
代

表
）
の
皆
さ
ん
。
鳥
追
い
唄
「
あ
の
鳥

ど
っ
か
ら
追
っ
て
き
た
、
信
濃
の
国
か

ら
…
…
」
を
歌
い
な
が
ら
、
今
年
の
豊

作
を
祈
り
ま
す
。

　
P
T
A
や
地
域
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に

よ
っ
て
、
町
の
い
た
る
所
で
小
正
月
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
や
人

口
の
減
少
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
伝
統
的
行
事
と
し
て
伝
え
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

》

㎜
顯
．
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▲「シャボン玉にのって」

　1年生ねつゆうたろう　くん

　　　糠織1灘囎勲繍肺二』皿饗1

編讐灘蟄〔r
＿璽騨，．1，，鰍難、醜、

　　▲「わたしの学校」

　　　5年生大久保直子さん

2月11日国保診療所（高原田）
　　　（クリニック川西）

　　　魯　68－2034

　11日中条病院（中条）

　　　費　57－3018

　12日山口医院（下条）

　　　雪　55－2003

　18日津南病院（津南町）

　　　盈　65－3161

　25日大熊内科医院（山本1）

　　　雪　52－7066
3月3日富田医院（神明町）

　　　費　52－3269
　10日国保診療所（高原田）
　　　（クリニック川西）

　　　魯　68－2034

　10日中条病院（中条）

　　　盈　57－3018

鶴“

吻

’蓑
尾
ご

汐

》
「
雪
合
戦
」

2
年
生
村
越
大
樹
く
ん　

　
』

藤
鍵

ゴ
ん

　
コ
ロ
ソ

　
　
メ
織

　
構
▲

八
橘
小
学
校
Y
l

●休日救急医

》
「
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
」

4
年
生
丸
山
慶
子
さ
ん

▲「野ロ神社」

6年生山家崇くん

〉癒

騨鍛
》って」

1ひろ　くん

4年生羽鳥佐和子さん
▼

　　　　　　　　、
　、竃

羽

鵜．
ぜ
！
　
澱
覇

認
輝
皿
灘
醜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
偉

蔭
轡
・
㊥
響
鑑
▲

　
　
　
　
　
　
　
　
猷

　▲
3年生
渡辺明子

（3月号は仙田小学校です）
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5
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